
「
新
し
い
州
知
事
と
し
て
責
任
の
重
さ
を
痛
感

し
て
い
る
。
し
か
し
、
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
託
さ

れ
た
こ
の
職
務
を
真
摯
に
、
そ
し
て
一
所
懸
命
に

遂
行
し
て
い
く
」。
二
○
○
六
年
一
二
月
一
一
日

の
ナ
ン
グ
ロ
・
ア
チ
ェ
・
ダ
ル
サ
ラ
ー
ム
州
知
事

選
挙
で
当
選
し
た
イ
ル
ワ
ン
デ
ィ
・
ユ
ス
フ
新
州

知
事
は
、
二
○
○
七
年
二
月
八
日
に
お
こ
な
わ
れ

た
就
任
式
典
の
後
、
集
ま
っ
た
支
持
者
を
前
に
し

て
そ
の
決
意
を
語
っ
た
。

イ
ル
ワ
ン
デ
ィ
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
の
独

立
を
求
め
て
中
央
政
府
と
武
装
闘
争
を
繰
り
広
げ

て
き
た
自
由
ア
チ
ェ
運
動
（
Ｇ
Ａ
Ｍ
）
の
元
将
校

で
あ
る
。
今
回
の
地
方
首
長
選
挙
は
、
三
○
年
に

わ
た
っ
た
内
戦
に
終
止
符
を
打
つ
和
平
合
意
の
総

仕
上
げ
と
し
て
の
意
味
合
い
を
持
っ
て
い
た
。
そ

れ
が
平
和
裡
に
終
わ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
独
立
派

出
身
の
州
知
事
を
誕
生
さ
せ
た
。
紛
争
の
平
和
的

解
決
を
達
成
し
た
と
い
う
点
で
、
こ
れ
は
非
常
に

画
期
的
な
出
来
事
で
あ
っ
た
。

●
ア
チ
ェ
紛
争
の
歴
史

ス
マ
ト
ラ
島
西
北
端
に
位
置
す
る
ア
チ
ェ
は
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
な
か
で
イ
ス
ラ
ー
ム
教
が
最
も

早
く
伝
来
し
た
地
域
で
、
イ
ス
ラ
ー
ム
勢
力
の
力

が
最
も
強
い
地
域
で
あ
る
。
ア
チ
ェ
は
、
オ
ラ
ン

ダ
に
よ
る
侵
略
に
最
も
強
力
に
抵
抗
し
た
地
域
の

一
つ
で
も
あ
り
、
一
九
四
五
年
か
ら
の
独
立
闘
争

に
お
い
て
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
そ
の
功

績
が
認
め
ら
れ
て
、
ア
チ
ェ
は
、
一
九
五
九
年
以

来
特
別
州
の
地
位
を
与
え
ら
れ
て
イ
ス
ラ
ー
ム
法

の
適
用
を
許
さ
れ
る
な
ど
、
一
定
の
自
治
を
与
え

ら
れ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
一
九
六
六
年
に
ス
ハ
ル
ト
体
制
が
発

足
し
て
中
央
集
権
的
な
統
治
手
法
が
導
入
さ
れ
る

と
、
ア
チ
ェ
が
自
律
的
に
政
策
を
遂
行
し
て
い
く

余
地
が
徐
々
に
狭
ま
っ
て
い
っ
た
。
ア
チ
ェ
は
、

州
内
に
油
田
や
天
然
ガ
ス
田
を
有
す
る
な
ど
天
然

資
源
に
も
恵
ま
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
ら
の
開
発
は

中
央
政
府
と
外
国
企
業
の
主
導
で
進
め
ら
れ
た
。

そ
の
資
源
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
収
益
が
現
地
に
還

元
さ
れ
る
割
合
も
低
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
ア
チ

ェ
で
は
、
中
央
政
府
に
よ
る
富
の
収
奪
を
受
け
た

と
い
う
意
識
が
強
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

中
央
政
府
に
対
す
る
ア
チ
ェ
の
不
満
が
高
ま
っ

て
い
た
一
九
七
○
年
代
半
ば
、
ハ
ッ
サ
ン
・
テ
ィ

ロ
を
指
導
者
と
す
る
Ｇ
Ａ
Ｍ
が
ア
チ
ェ
の
独
立
を

目
指
し
て
ゲ
リ
ラ
闘
争
を
開
始
し
た
。
こ
の
運
動

は
、
す
ぐ
に
政
府
に
よ
っ
て
鎮
圧
さ
れ
、
指
導
部

の
一
部
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
亡
命
し
た
。

一
九
八
○
年
代
半
ば
に
な
っ
て
、
国
内
外
の
ア

チ
ェ
人
実
業
家
や
リ
ビ
ア
の
支
援
を
受
け
て
Ｇ
Ａ

Ｍ
が
再
び
活
動
を
活
発
化
さ
せ
る
と
、
国
軍
は
、

ア
チ
ェ
を
一
九
八
九
年
に
軍
事
作
戦
地
域
（
Ｄ
Ｏ

Ｍ
）
に
指
定
し
て
本
格
的
な
掃
討
作
戦
を
開
始
し

た
。
こ
の
Ｄ
Ｏ
Ｍ
下
の
ア
チ
ェ
で
は
、
国
軍
に
よ

る
多
く
の
人
権
侵
害
事
件
が
発
生
し
た
。

一
九
九
八
年
に
ス
ハ
ル
ト
政
権
が
崩
壊
す
る
と
、

国
軍
に
よ
っ
て
虐
殺
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
ア
チ
ェ

人
の
集
団
埋
葬
地
が
次
々
と
発
見
さ
れ
、
ア
チ
ェ

で
は
中
央
政
府
に
対
す
る
反
感
が
一
気
に
高
ま
っ

た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ハ
ビ
ビ
政
権
は
、
過
去
の

人
権
侵
害
事
件
の
調
査
を
開
始
す
る
と
と
も
に
、

州
政
府
へ
の
権
限
移
譲
な
ど
に
よ
っ
て
ア
チ
ェ
の

不
満
を
鎮
め
よ
う
と
躍
起
に
な
っ
た
。
同
年
八
月

に
は
、
ウ
ィ
ラ
ン
ト
国
軍
司
令
官
（
当
時
）
が
ア

チ
ェ
人
に
過
去
の
過
ち
を
謝
罪
す
る
と
と
も
に
、

ア
チ
ェ
を
軍
事
作
戦
地
域
の
指
定
か
ら
解
除
し
、

国
軍
部
隊
を
撤
退
さ
せ
た
。
一
九
九
九
年
九
月
に

は
、
ア
チ
ェ
に
お
け
る
宗
教
指
導
者
の
役
割
を
認

め
、
財
政
配
分
の
増
強
を
定
め
た
ア
チ
ェ
特
別
実

施
法
（
法
律
一
九
九
九
年
第
四
四
号
）
が
成
立
し

た
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ア
チ
ェ
に
お
け
る
地
方
首
長
選
挙

	
─
和
平
合
意
の
総
仕
上
げ
と
独
立
派
出
身
州
知
事
の
誕
生

川
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ト
レ
ン
ド
・
リ
ポ
ー
ト

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ア
チ
ェ
に
お
け
る
地
方
首
長
選
挙
─
和
平
合
意
の
総
仕
上
げ
と
独
立
派
出
身
州
知
事
の
誕
生

一
九
九
九
年
一
○
月
に
誕
生
し
た
ア
ブ
ド
ゥ
ル

ラ
フ
マ
ン
・
ワ
ヒ
ド
政
権
も
、
ア
チ
ェ
問
題
の
解

決
を
政
権
の
最
重
要
課
題
と
規
定
し
て
、
大
統
領

自
身
が
問
題
の
解
決
に
乗
り
出
し
た
。
ワ
ヒ
ド
大

統
領
は
、
新
設
の
人
権
問
題
担
当
国
務
相
に
ア
チ

ェ
出
身
の
人
権
活
動
家
を
任
命
し
て
、
過
去
の
人

権
侵
害
の
調
査
を
進
め
る
と
と
も
に
、
Ｇ
Ａ
Ｍ
側

と
の
交
渉
を
通
じ
て
平
和
的
に
問
題
を
解
決
す
る

こ
と
を
目
指
し
た
。
政
府
と
Ｇ
Ａ
Ｍ
の
交
渉
は
、

ス
イ
ス
の
国
際
人
道
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ア
ン
リ
・
デ
ュ
ナ
ン

・
セ
ン
タ
ー
の
仲
介
で
進
め
ら
れ
、
二
○
○
○
年

五
月
に
は
人
道
的
休
戦
協
定
が
締
結
さ
れ
た
。

二
○
○
一
年
七
月
に
は
、
財
政
配
分
の
大
幅
な

増
加
や
イ
ス
ラ
ー
ム
法
裁
判
所
の
設
置
な
ど
を
規

定
し
た
ア
チ
ェ
特
別
自
治
法
（
法
律
二
○
○
一
年

一
八
号
）
が
成
立
し
た
。
ワ
ヒ
ド
大
統
領
は
、
ア

チ
ェ
に
広
範
な
自
治
権
を
付
与
す
る
こ
と
で
国
家

統
一
を
維
持
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
二
○
○
一
年
八
月
に
発
足
し
た
メ
ガ

ワ
テ
ィ
政
権
は
、
前
政
権
の
対
話
路
線
を
継
承
し

つ
つ
、
軍
事
力
の
行
使
に
よ
る
治
安
維
持
も
並
行

し
て
継
続
す
る
姿
勢
を
と
っ
た
。
二
○
○
二
年
一

二
月
に
は
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
続
け
ら
れ
て
い
た
和

平
交
渉
が
妥
結
し
、
政
府
と
Ｇ
Ａ
Ｍ
の
間
で
和
平

協
定
が
締
結
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
国
軍
と

Ｇ
Ａ
Ｍ
の
衝
突
が
止
む
こ
と
は
な
く
、
和
平
合
意

は
半
年
も
も
た
ず
に
瓦
解
し
た
。
翌
年
五
月
に
は

軍
事
非
常
事
態
が
宣
言
さ
れ
、
国
軍
と
警
察
部
隊

に
よ
る
軍
事
作
戦
が
始
ま
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
二
○
○
四
年
一
○
月
の
ス
シ
ロ
・

バ
ン
バ
ン
・
ユ
ド
ヨ
ノ
政
権
誕
生
と
、
一
二
月
の

ス
マ
ト
ラ
沖
大
地
震
・
津
波
の
発
生
は
、
ア
チ
ェ

の
状
況
を
大
き
く
変
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
陸
軍

の
改
革
派
高
級
将
校
だ
っ
た
ユ
ド
ヨ
ノ
が
大
統
領

に
就
任
し
た
こ
と
は
、
ア
チ
ェ
の
和
平
に
不
満
を

持
つ
国
軍
を
抑
え
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
。
ま
た
、

ア
チ
ェ
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
地
震
と
津

波
は
、
Ｇ
Ａ
Ｍ
に
も
壊
滅
的
な
打
撃
を
与
え
て
い

た
。
政
府
は
、
カ
ラ
副
大
統
領
が
主
導
し
て
、
ア

テ
ィ
サ
リ
元
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
大
統
領
が
主
宰
す
る

Ｎ
Ｇ
Ｏ
ク
ラ
イ
シ
ス
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
イ
ニ
シ

ア
テ
ィ
ブ
を
通
し
て
Ｇ
Ａ
Ｍ
と
交
渉
を
続
け
、
二

○
○
五
年
八
月
一
五
日
の
ヘ
ル
シ
ン
キ
に
お
け
る

和
平
合
意
の
調
印
に
漕
ぎ
着
け
た
の
で
あ
る
。

●
ア
チ
ェ
統
治
法
の
制
定

そ
の
後
ア
チ
ェ
で
は
、
和
平
合
意
の
内
容
に
沿

っ
て
Ｇ
Ａ
Ｍ
の
武
装
解
除
と
社
会
復
帰
が
進
め
ら

れ
た
。
一
方
、
国
民
議
会
で
は
新
し
い
特
別
自
治

法
案
の
審
議
が
二
○
○
六
年
一
月
か
ら
始
め
ら
れ

た
。
こ
れ
に
先
立
っ
て
、
ア
チ
ェ
州
議
会
は
、
州

政
府
、
学
者
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
Ｇ
Ａ
Ｍ
な
ど
地
元
関
係

者
と
協
力
し
て
、
度
重
な
る
公
聴
会
な
ど
を
通
じ

て
住
民
の
要
求
を
聞
き
、
法
案
の
原
案
を
作
成
し

た
。
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
内
務
省
は
こ
の
原
案
を
も
と

に
内
閣
・
省
庁
間
で
調
整
を
お
こ
な
っ
て
国
民
議

会
に
提
出
す
る
法
案
を
作
成
し
た
が
、
そ
の
過
程

で
ア
チ
ェ
州
政
府
の
権
限
を
弱
め
る
よ
う
な
修
正

が
な
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
ア
チ
ェ
の
地
元
か
ら
は

審
議
の
先
行
き
に
対
し
て
不
安
が
広
が
っ
た
。

国
民
議
会
で
は
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て
法

案
が
審
議
さ
れ
た
。
し
か
し
、
和
平
合
意
に
沿
っ

て
早
期
に
法
案
を
成
立
さ
せ
た
い
ゴ
ル
カ
ル
党
と
、

ア
チ
ェ
へ
の
大
幅
な
権
限
移
譲
に
抵
抗
感
の
あ
る

闘
争
民
主
党
の
間
の
意
見
の
対
立
か
ら
、
審
議
は

長
引
い
た
。
法
案
が
ア
チ
ェ
統
治
法
（
法
律
二
○

○
六
年
第
一
一
号
）
と
し
て
可
決
さ
れ
た
の
は
、

七
月
一
一
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
Ｇ
Ａ
Ｍ
を
は
じ
め
ア
チ
ェ
側
か
ら
は
、

法
律
が
和
平
合
意
文
書
の
内
容
を
十
分
に
反
映
し

て
い
な
い
と
し
て
批
判
す
る
声
が
上
が
っ
た
。
例

え
ば
、
ヘ
ル
シ
ン
キ
合
意
文
書
で
は
、
ア
チ
ェ
に

関
す
る
国
際
協
定
、
法
律
、
行
政
手
続
き
を
制
定

し
実
行
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
州
議
会
や
州
政
府

と
の
「
協
議
と
合
意
に
従
う
」
と
な
っ
て
い
る
が
、

法
律
の
中
で
は
「
協
議
と
意
見
に
基
づ
く
」
と
さ

れ
て
い
る
。
ア
チ
ェ
州
政
府
は
、
広
範
な
自
治
権

の
獲
得
を
求
め
た
が
、
国
民
議
会
を
含
む
ジ
ャ
カ

ル
タ
の
中
央
政
府
は
、
あ
く
ま
で
も
ア
チ
ェ
を
統

一
国
家
の
枠
内
に
位
置
づ
け
よ
う
と
、
中
央
政
府

の
州
政
府
に
対
す
る
上
位
性
を
規
定
す
る
文
言
を

法
律
に
盛
り
込
ん
だ
の
で
あ
る
。

一
方
、
選
挙
に
関
し
て
は
、
ア
チ
ェ
独
自
の
制

度
的
枠
組
み
を
導
入
す
る
こ
と
が
同
法
で
規
定
さ

れ
た
。
そ
の
一
つ
が
、
州
知
事
選
挙
お
よ
び
県
知

事
・
市
長
選
挙
に
政
党
非
公
認
の
無
所
属
候
補
者

が
立
候
補
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
た
点
で
あ

る
。
通
常
の
地
方
首
長
選
挙
で
は
、
候
補
者
は
必

ず
全
国
政
党
に
よ
る
公
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
、
ア
チ
ェ
に
お
い
て
は
、
武
装
解
除
を
受

け
入
れ
た
Ｇ
Ａ
Ｍ
出
身
者
が
政
治
プ
ロ
セ
ス
に
参

加
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
た
め
、
一
定
数
の
住

民
の
署
名
を
集
め
る
こ
と
で
立
候
補
で
き
る
よ
う
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が
開
か
れ
た
の
で
あ
る
。

●
ア
チ
ェ
地
方
首
長
選
挙
の
実
施

こ
の
ア
チ
ェ
統
治
法
の
規
定
に
基
づ
い
て
、
二

○
○
六
年
一
二
月
一
一
日
に
地
方
首
長
直
接
選
挙

（
州
知
事
選
挙
と
県
知
事
・
市
長
選
挙
）
が
一
斉

に
実
施
さ
れ
た
。
今
回
の
選
挙
は
、
こ
れ
ま
で
の

反
政
府
勢
力
を
公
式
の
政
治
ア
リ
ー
ナ
に
取
り
込

ん
で
い
く
た
め
の
重
要
な
プ
ロ
セ
ス
だ
っ
た
。
そ

れ
が
、
平
和
裡
に
、
か
つ
民
主
的
に
実
施
さ
れ
た

こ
と
で
、
長
か
っ
た
ア
チ
ェ
の
紛
争
の
歴
史
に
一

つ
の
終
止
符
が
打
た
れ
た
。

州
知
事
選
挙
に
は
、
三
組
の
無
所
属
候
補
を
含

む
八
組
が
立
候
補
し
た
。
そ
の
う
ち
二
組
に
Ｇ
Ａ

Ｍ
出
身
者
が
含
ま
れ
て
い
た
。
一
方
は
、
イ
ス
ラ

ー
ム
系
政
党
の
開
発
統
一
党
（
Ｐ
Ｐ
Ｐ
）
が
擁
立

し
た
学
者
出
身
の
フ
マ
ン
・
ハ
ミ
ド
と
、
欧
州
に

亡
命
し
た
Ｇ
Ａ
Ｍ
幹
部
を
兄
に
持
つ
ハ
ス
ビ
・
ア

ブ
ド
ゥ
ラ
の
正
副
州
知
事
候
補
で
、
Ｇ
Ａ
Ｍ
の
亡

命
指
導
部
が
支
持
し
て
い
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
現
地
の
若
手
Ｇ
Ａ
Ｍ
将
校
を

中
心
に
支
持
を
得
た
の
が
イ
ル
ワ
ン
デ
ィ
と
ム
ハ

マ
ド
・
ナ
ザ
ル
の
正
副
州
知
事
候
補
で
あ
っ
た
。

イ
ル
ワ
ン
デ
ィ
は
、
Ｇ
Ａ
Ｍ
の
元
情
報
系
将
校
で
、

ヘ
ル
シ
ン
キ
で
の
和
平
交
渉
に
お
い
て
も
Ｇ
Ａ
Ｍ

側
代
表
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
人
物
で

あ
る
。
ナ
ザ
ル
は
、
一
九
九
九
年
に
ア
チ
ェ
で
独

立
を
問
う
住
民
投
票
の
実
施
を
求
め
る
大
規
模
デ

モ
を
組
織
し
た
ア
チ
ェ
住
民
投
票
情
報
セ
ン
タ
ー

（
Ｓ
Ｉ
Ｒ
Ａ
）
の
代
表
で
、
学
生
ら
を
中
心
に
若

年
層
の
支
持
を
得
て
い
た
。

こ
の
二
組
に
、
国
民
議
会
与
党
で
あ
る
ゴ
ル
カ

ル
党
の
公
認
を
う
け
た
マ
リ
ク
・
ラ
デ
ン
＝
フ
ア

ド
・
ザ
カ
リ
ア
組
を
加
え
た
三
組
が
有
力
候
補
と

見
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
選
挙
前
の
大
方
の
予

想
で
は
、
二
五
％
以
上
の
得
票
率
を
得
る
候
補
者

が
出
ず
に
、
上
位
二
組
に
よ
る
決
選
投
票
が
お
こ

な
わ
れ
る
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
結
果
は
、
イ
ル
ワ
ン
デ
ィ
＝
ナ
ザ
ル

組
が
得
票
率
三
八
・
二
％
で
当
選
を
決
め
た
の
で

あ
る
（
表
1
）。
州
内
の
二
一
県
・
市
の
う
ち
一

五
県
・
市
で
一
位
と
な
る
な
ど
、
二
位
の
フ
マ
ン

＝
ハ
ス
ビ
組
（
得
票
率
一
六
・
六
％
）
に
大
差
を

つ
け
て
勝
利
し
た
。
中
央
政
界
と
の
つ
な
が
り
を

何
ら
持
た
な
い
イ
ル
ワ
ン
デ
ィ
が
勝
利
で
き
た
要

因
は
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
考
え
る
際

に
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
の
が
次
の
三
点
で
あ
る
。

①
Ｇ
Ａ
Ｍ
の
分
裂

Ｇ
Ａ
Ｍ
は
、
一
九
七
○
年
代
後
半
以
来
、
国
外

に
あ
っ
て
後
方
支
援
を
お
こ
な
う
幹
部
と
現
地
で

武
装
闘
争
を
続
け
る
ゲ
リ
ラ
部
隊
と
い
う
二
層
構

造
に
な
っ
て
い
た
。
州
知
事
選
挙
を
前
に
Ｇ
Ａ
Ｍ

と
し
て
の
態
度
を
決
め
る
中
で
、
国
外
幹
部
と
現

地
将
校
の
間
で
対
立
が
深
ま
っ
た
。
二
○
○
六
年

八
月
に
開
催
さ
れ
た
Ｇ
Ａ
Ｍ
の
幹
部
会
は
、
開
発

統
一
党
と
組
ん
で
フ
マ
ン
を
候
補
者
と
し
て
擁
立

す
る
こ
と
を
決
め
た
が
、
現
場
の
元
兵
士
た
ち
が

そ
れ
に
反
発
し
、
イ
ル
ワ
ン
デ
ィ
支
持
を
打
ち
出

し
た
の
で
あ
る
。

Ｇ
Ａ
Ｍ
内
部
の
対
立
が
深
刻
化
す
る
中
、
す
で

に
選
挙
戦
が
始
ま
っ
て
い
た
一
一
月
二
七
日
に
現

地
の
元
ゲ
リ
ラ
幹
部
が
会
合
を
開
き
、
Ｇ
Ａ
Ｍ
の

フ
マ
ン
支
持
取
り
消
し
と
選
挙
で
の
中
立
を
発
表

し
た
。
こ
う
し
て
、
フ
マ
ン
は
現
地
の
Ｇ
Ａ
Ｍ
の

組
織
的
支
持
を
失
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
和
平

後
の
武
装
解
除
や
元
ゲ
リ
ラ
兵
士
に
対
す
る
社
会

復
帰
支
援
資
金
の
配
分
を
担
当
し
て
い
た
イ
ル
ワ

ン
デ
ィ
に
対
す
る
Ｇ
Ａ
Ｍ
メ
ン
バ
ー
の
信
頼
と
期

待
は
高
く
、
イ
ル
ワ
ン
デ
ィ
の
Ｇ
Ａ
Ｍ
内
部
で
の

優
位
が
は
っ
き
り
し
た
の
で
あ
る
。

イ
ル
ワ
ン
デ
ィ
の
Ｇ
Ａ
Ｍ
内
部
で
の
支
持
が
大

き
か
っ
た
こ
と
は
得
票
結
果
に
も
表
れ
て
お
り
、

候補者
番号 正副州知事候補者名 擁立政党 出身組織 合計得票数

得票率（％）

1 イスカンダル・フシン
サレ・マナフ 月星党など 官僚

官僚
111,553 

5.54％

2 タムリチャ・アリ
ハルメン・ヌリクマル

民族覚醒党
改革星党など

退役軍人
州議会議員

80,327 
3.99％

3 マリク・ラデン
フアド・ザカリア ゴルカル党 地方代表議会議員

州議会議長
281,174 
13.97％

4 フマン・ハミド
ハスビ・アブドゥラ 開発統一党 学者

学者（GAM）
334,484 
16.62％

5 ムハマド・ジャリ・ユスフ
シャウカス・ラフマティラ 無所属 退役軍人

学者
65,543 
3.26％

6 イルワンディ・ユスフ
ムハマド・ナザル 無所属 学者（GAM）

学者（SIRA）
768,745 
38.20％

7 アズワル・アブバカル
ナシル・ジャミル

国民信託党
福祉正義党

前副州知事・州知事代行
国民議会議員

213,566 
10.61％

8 ガザリ・アッバス・アダン
シャラフディン・アルファタ 無所属 学者（元国民協議会議員）

会社役員
156,978 

7.80％
有効投票総数 2,012,370

表 1　ナングロ・アチェ・ダルサラーム州知事選挙結果
　　　（有権者数 2,632,935 人、投票率 80%）

（出所）ナングロ・アチェ・ダルサラーム州独立選挙委員会発表の数値をもとに筆者作成。

要
件
を
緩
和
し
た
の
で
あ

る
。さ

ら
に
、
ア
チ
ェ
で
は

地
方
政
党
の
設
立
が
認
め

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
れ
ま
で
、
特
定
の
地
方

を
基
盤
と
す
る
政
党
の
設

立
は
国
家
統
一
を
脅
か
す

恐
れ
が
あ
る
と
い
う
考
え

か
ら
、
全
国
に
組
織
基
盤

を
有
す
る
政
党
し
か
選
挙

へ
の
参
加
を
許
さ
れ
て
い

な
い
。
し
か
し
、
Ｇ
Ａ
Ｍ

が
解
散
後
に
政
党
化
す
る

こ
と
を
前
提
に
し
て
、
ア

チ
ェ
で
は
地
方
政
党
の
設

立
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
こ
う
し
て
、
こ

れ
ま
で
の
反
政
府
勢
力
が

民
主
的
な
方
法
に
よ
っ
て

政
治
権
力
を
獲
得
す
る
道
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ト
レ
ン
ド
・
リ
ポ
ー
ト

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ア
チ
ェ
に
お
け
る
地
方
首
長
選
挙
─
和
平
合
意
の
総
仕
上
げ
と
独
立
派
出
身
州
知
事
の
誕
生

Ｇ
Ａ
Ｍ
の
活
動
拠
点
だ
っ
た
地
域
で
は
軒
並

み
四
○
％
前
後
の
票
を
獲
得
し
た
。
一
方
、

Ｇ
Ａ
Ｍ
の
国
外
指
導
部
が
支
持
し
た
フ
マ
ン

は
、
擁
立
政
党
の
地
盤
で
、
か
つ
最
大
票
田

で
あ
る
ピ
デ
ィ
県
で
こ
そ
五
○
％
の
票
を
獲

得
し
た
が
、
そ
れ
以
外
の
地
域
で
は
得
票
も

伸
び
悩
み
、
イ
ル
ワ
ン
デ
ィ
と
の
票
差
を
縮

め
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

②
現
地
Ｇ
Ａ
Ｍ
に
よ
る
組
織
票
の
動
員

そ
の
イ
ル
ワ
ン
デ
ィ
の
選
挙
運
動
の
基
盤

と
な
っ
た
の
が
、
ア
チ
ェ
移
行
委
員
会
（
Ｋ

Ｐ
Ａ
）
と
い
う
組
織
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
Ｇ

Ａ
Ｍ
の
ゲ
リ
ラ
部
隊
が
武
装
解
除
し
て
そ
の

ま
ま
文
民
組
織
に
移
行
し
た
も
の
で
、
ゲ
リ

ラ
部
隊
長
が
担
当
地
域
の
Ｋ
Ｐ
Ａ
代
表
に
就

任
し
、
元
ゲ
リ
ラ
兵
の
社
会
復
帰
を
進
め
て

い
る
。
彼
ら
は
、
内
戦
の
過
程
で
村
落
部
に

ま
で
広
げ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
、
イ

ル
ワ
ン
デ
ィ
の
宣
伝
と
投
票
の
勧
誘
を
積
極

的
に
展
開
し
た
。
さ
ら
に
、
副
知
事
候
補
の

ナ
ザ
ル
が
代
表
を
務
め
る
Ｓ
Ｉ
Ｒ
Ａ
も
、
都

市
部
で
の
動
員
活
動
の
経
験
が
あ
り
、
今
回

の
選
挙
活
動
で
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
全
国
政
党
は
、
地
域
有

力
者
や
イ
ス
ラ
ー
ム
教
指
導
者
と
い
っ
た
エ

リ
ー
ト
・
レ
ベ
ル
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ

て
候
補
者
へ
の
支
持
を
獲
得
し
よ
う
と
し
た
。

し
か
し
、
二
○
○
四
年
の
総
選
挙
で
も
明
ら

か
に
な
っ
た
よ
う
に
、
政
党
の
組
織
票
動
員

力
は
著
し
く
低
下
し
て
お
り
、
大
量
の
選
挙

資
金
を
投
下
し
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
か
ら
党
幹
部

を
動
員
し
た
ゴ
ル
カ
ル
党
の
公
認
候
補
マ
リ
ク
・

ラ
デ
ン
で
も
、
思
う
よ
う
に
支
持
を
獲
得
す
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
。

③
根
強
い
反
中
央
感
情

し
か
し
、
Ｇ
Ａ
Ｍ
の
動
員
力
だ
け
で
イ
ル
ワ
ン

デ
ィ
が
獲
得
し
た
七
七
万
票
あ
ま
り
を
説
明
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
Ｇ
Ａ
Ｍ
関
係
者
に
よ
る
投
票

の
勧
誘
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
の
も
確
か
だ

が
、
選
挙
資
金
の
少
な
い
Ｋ
Ｐ
Ａ
の
活
動
に
は
限

界
も
あ
る
。
最
終
的
に
有
権
者
が
イ
ル
ワ
ン
デ
ィ

に
投
票
す
る
こ
と
を
決
め
た
の
は
、
こ
れ
ま
で
ア

チ
ェ
の
平
和
と
繁
栄
を
妨
げ
て
き
た
ジ
ャ
カ
ル
タ

の
中
央
政
府
に
対
す
る
根
強
い
不
信
感
で
あ
り
、

「
ジ
ャ
カ
ル
タ
的
な
る
も
の
」
に
対
す
る
反
感
で

あ
る
。
有
権
者
は
、
本
当
に
ア
チ
ェ
の
た
め
に
働

い
て
く
れ
る
と
い
う
期
待
を
込
め
て
、
敢
え
て
ジ

ャ
カ
ル
タ
と
の
つ
な
が
り
の
な
い
イ
ル
ワ
ン
デ
ィ

を
選
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。

一
五
の
県
と
四
つ
の
市
で
実
施
さ
れ
た
県
知
事

・
市
長
選
挙
で
も
、
Ｇ
Ａ
Ｍ
の
組
織
基
盤
の
強
さ

と
反
ジ
ャ
カ
ル
タ
感
情
の
強
さ
が
如
実
に
表
れ
た
。

ピ
デ
ィ
県
、
北
ア
チ
ェ
県
、
東
ア
チ
ェ
県
と
い
っ

た
Ｇ
Ａ
Ｍ
の
活
動
拠
点
だ
っ
た
と
こ
ろ
を
は
じ
め

と
し
て
、
七
つ
の
県
・
市
で
Ｇ
Ａ
Ｍ
出
身
の
候
補

者
が
勝
利
し
た
の
で
あ
る
（
図
1
）。
多
く
の
Ｇ

Ａ
Ｍ
出
身
候
補
者
は
高
い
得
票
率
で
当
選
を
果
た

し
て
お
り
、
ゴ
ル
カ
ル
党
な
ど
全
国
政
党
が
擁
立

し
た
現
職
の
県
知
事
を
破
る
候
補
者
も
い
た
。

●
新
州
知
事
に
課
さ
れ
た
課
題

Ｇ
Ａ
Ｍ
出
身
の
州
知
事
誕
生
に
対
し
て
、
イ
ル

ワ
ン
デ
ィ
の
得
票
率
は
せ
い
ぜ
い
一
五
％
程
度
と

予
想
し
て
い
た
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
中
央
政
府
や
全
国

政
党
は
驚
き
を
隠
せ
な
か
っ
た
。
ユ
ド
ヨ
ノ
大
統

領
を
は
じ
め
、
政
府
の
主
要
閣
僚
は
「
ア
チ
ェ
住

民
の
選
択
を
受
け
入
れ
る
」
と
落
ち
着
い
た
コ
メ

ン
ト
を
発
表
し
た
が
、
国
民
議
会
議
員
や
政
府
関

係
者
か
ら
は
今
後
の
ア
チ
ェ
の
動
向
を
不
安
視
す

る
声
が
上
が
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
イ
ル
ワ
ン
デ
ィ
新
知
事
は
、

ヘ
ル
シ
ン
キ
和
平
合
意
を
遵
守
す
る
と
繰
り
返
し

述
べ
、
再
び
独
立
の
機
運
が
高
ま
る
可
能
性
を
否

定
し
て
い
る
。

事
実
、
新
知
事
が
直
面
し
て
い
る
ア
チ
ェ
の
問

題
は
、
独
立
か
否
か
で
は
な
い
。
ア
チ
ェ
の
住
民

が
本
当
に
望
ん
で
い
る
こ
と
は
、
平
和
で
安
定
し

た
暮
ら
し
の
実
現
で
あ
る
。
三
分
の
二
が
失
業
状

態
と
言
わ
れ
て
い
る
元
Ｇ
Ａ
Ｍ
兵
士
の
社
会
復
帰

や
ス
マ
ト
ラ
沖
大
地
震
・
津
波
か
ら
の
復
興
な
ど
、

州
政
府
が
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
は

山
積
し
て
い
る
。

イ
ル
ワ
ン
デ
ィ
知
事
は
、
自
ら
の
行
政
経
験
の

不
足
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
中
央
政
府
と
の
交
渉
、
二
○

○
九
年
ま
で
改
選
の
な
い
州
議
会
や
官
僚
機
構
と

の
調
整
な
ど
の
困
難
を
乗
り
越
え
な
が
ら
、
こ
れ

ら
の
課
題
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
真

の
平
和
な
ア
チ
ェ
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

か
、
新
し
い
州
知
事
の
手
腕
が
問
わ
れ
る
の
は
こ

れ
か
ら
で
あ
る
。

（ 

か
わ
む
ら　

こ
う
い
ち
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究

所
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
）

サバン市 州都バンダ・アチェ市

大アチェ県

アチェ・ジャヤ県

北アチェ県

東アチェ県

西アチェ県

北スマトラ州

ピディ県 ロクスマウェ市

ナガン・ラヤ県

西アチェ・ダヤ県 ジャカルタ

スマトラ島

インドネシア

図 1　ナングロ・アチェ・ダルサラーム州

（注１）網掛けのしてある地域は、GAM の活動拠点だった県・市。
（注２）県・市名に下線のあるところでは、GAM 出身の首長が誕生した。
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